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	開会のあいさつ。

　　

　2月定例教育委員会議事録についての確認をお願いします。

不明な点などありませんでしょうか。

　無ければ後ほど、署名をお願いします。

教育長からの報告をお願いします。

私の報告は５点ございます。

まず、卒業式です。皆さん方にご協力をいただきましてありがとうございました。全ての会場で整然とした卒業式が行われました。

２点目です。平成21年日田市議会第１回定例会が開催されました。昨年度は、ひなまつり健康マラソンで大変に揉めたものになりましたが、今年は、その後１年間ありましたが、今年は内容的にそう難しい質問は、ありませんでした。

ただ、奨学金の拡充についての質問がありましたので、これは先日説明申しあげました通り、拡充したところです。

３点目は、教育委員会の幹部原案ができましたので先日お知らせをしたとおりです。４名の方が退職します。

４点目は、少し良い話です。

東部中学校のプール事故の生徒の件です。県教委の配慮で、病院で入学試験を受けました。その結果、合格いたしました。

これから日田高校が、どの様な受け入れ態勢を整えてくれるかがまだ分かりませんが、通学できるまでには時間がかかりそうです。

合格発表の日、病院に行ってきましたが非常に明るくなっていましたし、また、体の状況も良くなっていて、日中は、ほぼ車椅子で生活ができるようになっています。手はまだ余り自由が利きませんが、補装具を付けて、スプーンとフォークでご飯を食べたりしていました。

それから小さな文字は無理ですが、大きな字はある程度書けるようになっていました。

病室には、東部中学校の先生たちの努力だと思いますが、暗記しないといけないものがたくさん貼られていました。

東中の先生たちも頑張ったなと思っています。しかし、それ以上に本人が頑張った結果だと思っています。

これから日田高の校長と本人のご両親が話し合いをして、これからどうするかを話していくと思います。

次の報告ですが、残念なことに差別事象が発生しました。

内容は、北友田の保育園のところのガードレールに「部落　死ね」と書かれた落書きが発見されました。市の人権・同和対策課も対応し、解放同盟大分県連とも協議し対応を進めているところです。

31日には、県連と行政とで確認会をするということになっています。

何らかの対策をして啓発を進めて欲しいということになると思います。

以上、報告でございました。

ありがとうございました。

あいさつで言い忘れましたが、皆さん卒業式お疲れさまでございました。

私は、咸宜小学校・三和小学校と東部中学校に行ってきましたが、教育長がおっしゃったように車椅子で見良津君がおいでになっていました。

最初、どちらの方か分からなかったのですが、最初は、車椅子で後ろから押されていましたが、壇上に上がる時は皆に抱えられてスムースに式も進みました。印象的だったのは、本人の顔がとても明るかったです。

今年は、それぞれとても印象的な卒業式でした。

それでは、議事のほうに入ります。

今回は、同じ内容のものについては一括で提案したいと思います。

教育総務課、議案第20号　日田市高校寄宿舎管理規則の廃棄について。

議案第20号　日田市高校寄宿舎管理規則の廃棄についてです。

ご存知のように、日田市には高校寄宿舎が田島に男子寮、丸の内に女子寮があります。今回の市議会で高校寄宿舎の設置条例が廃止されましたことから、今回、管理規則を廃止しようとするものです。

ありがとうございました。

ただ今の議案についてご質問はありませんか。

無ければ、議案第20号は、原案の通り決することといたします。

次に、議案第21号　日田市立小中学校管理規則の一部改正についてから議案第31号　日田市立学校職員の公務旅行における自家用車使用に関する取扱要領の一部改正についてまで、一括で説明をお願いします。

議案がたくさんございます。一部改正の議案から新規のものまで一括でご説明いたします。

まず、議案第21号　日田市立小中学校管理規則の一部改正についてですが、

３ページをご覧ください。

第２条第３項に、第１項及び前項の規程にかかわらず、という文言を付加えます。これは、学校は、土日は休みであるとか、学年の終わりの春休みや夏休みの休日を決めています。

しかし、これに関わらず校長が必要と認める場合は、この様な休日にも授業ができることとしようとするものです。

次に第６条です。ここには学校評価というものを挿入しました。

学校評価には、内部評価、つまり教職員が行う評価と学校関係者、つまり学校評議員が行う評価と２つ有ります。

６条の第１項と２項が、内部評価です。

３項と４項が学校関係者の方が行う評価です。

第７条では、これらの情報を保護者等に積極的に提供しなさいというものです。

次に、６ページをご覧ください。ここには、新しく第18条で、職員を整理しています。
今、学校には、校長、教頭、教諭、養護教諭、事務職員を置いています。必要に応じて、副校長、主幹教諭、指導教諭などをおくことができると定めようとするものです。

大分県教委では、主幹教諭については、新年度から配置を予定しています。

副校長、指導教諭については、今のところ配置は予定していません。

次に10ページでございます。

只今、学校には事務支援室というのを配置しています。

そこで、新しく28条第２項に支援室を置く拠点校及び連携校は、教育長がこれを定めるといたします。

それぞれの学校事務において、職員の通勤手当、住宅手当などについて、以前は事務所で行っていましたが、このような学校事務支援室を置きまして行って良いとなりましたので、この度、変更しようとするものです。

以上、議案第21号は、学校教育法の一部改正に準じて所要の措置を講じるものです。

続きまして、議案第22号、日田市立学校通学区域設定規則の特例に関する規則の一部改正についてです。

16ページをご覧ください。

障がい児学級を特別支援学級と読み替える内容の変更です。

これも、学校教育法の一部改正により、所要の措置を講ずるものです。

続きまして、議案第26号です。48ページになります。

議案第26号　日田市立学校職員衛生管理規則の一部を改正する訓令です。

改正前と改正後を見ていただきますと、学校保健法を学校保健安全法に改めています。これは、学校保健法等の改正により、法律の名称が学校保健安全法に改められたことから、所要の措置を講ずるものです。

続いて議案第27号です。日田市立学校職員服務規程の一部改正についてです。

51ページをご覧ください。

下線部を改正するもので、その理由は、教育公務員特例法及び日田市立小中学校管理規則の一部改正に伴い、所要の措置を講ずるものです。

次は、議案第29号です。ページは、56ページになります。

日田市立小中学校研究事業推進交付金交付要綱の制定についてです。

今まで、各学校に研究委託をしていました。これまでは、委託料ということで学校の校長と契約をしていましたが、同じ日田市の職員に委託することを見直して、交付金に変更し、また、校長に委託するのではなく、校内に研究事業推進協議会を立上げるなど、新たに適正な執行を図ろうとするものです。

次に、議案第30号は、日田市立小中学校評議員設置要綱の一部改正についてです。

59ページをご覧ください。

ご承知のように学校には、学校評議員がいらっしゃいます。

今回、日田市立小中学校管理規則の一部を改正いたしますので、学校評議員に関係する引用条項を下線部分に変更しようとするものです。
次は、議案第23号と24号です。18ページをお願いします。

議案第23号　日田市立小中学校文書管理規程の制定についてでございます。

19ページから色々な条項を書いております。これまで、学校にはたくさんの文書が届きます。また、学校から市教委などに文書を提出しないといけません。来た文書を受け付けて、発送するという今まで学校でやってきたことを文書の取扱規程として整理したものです。

次に議案第24号は、日田市立小中学校表簿取扱規程の制定についてです。

表簿というのは、色々な文書を集めた簿冊がありますが、その取扱いについて今まで行われていたことを今回整理するものです。

次に議案第25号です。37ページをご覧ください。

議案第25号　日田市立学校児童生徒通学費補助規程の制定についてです。

この規程の主旨ですが、今まで学費補助規程は、昭和33年に制定され、その後、学校統廃合により著しく遠距離となった地区から、公共交通機関を使って通学する場合、通学費用全額、又は一部を援助してきました。そのため従来から、学校統廃合以外の地域は対象となっていませんでした。

さらに旧日田郡で実施していた補助制度では、市町村合併の際の協議でそのまま引き継ぐこととなりました。そこで公平性の観点から今回見直しを行ったものです。

38ページから44ページに表がありますが、（14）からが今回見直しを行った部分です。

以降、小中学校ごとに距離を定めています。

　改正の理由は、遠距離通学児童生徒を新たに補助対象とするため、必要な規程の整備を行うものです。

次は、53ページです。

議案第28号　日田市立学校児童生徒就学援助規程の一部改正についてです。

これも54ページをご覧ください。

下線部分ですが、学校保健法等の一部を改正する法律の施行に伴い、法律の名称が学校保健安全法に改められたため、所要の措置を行うものです。
最後に、議案第31号は、日田市立学校職員の公務旅行における自家用者使用に関する取扱規定の一部改正についてです。

これまでは各校の職員が自家用車を利用して出張する場合は、原則として県内に限るとされていました。

しかし、隣の福岡県の浮羽の方に行きますと、とても公共交通機関に頼ることができませんし、現実に出張が増えております。

そこで、使用承認基準について、下線部分のように改めるものです。

あと63ページをお開きください。これまで同じ会議に、例えば咸宜小学校と桂林小学校の職員が出席する場合であっても、一つの車に同乗して行くことはできませんでした。

今回、第７条第２項で、同乗する際の条項を定めたものです。

以上たくさんの議案がありました。

よろしくお願いします。

それでは上から順に、まず議案第21号についてご質問はありませんか。

日田市立小中学校管理規則の一部改正についてです。

ご意見は、ありませんか。

6ページ、第18条の副校長、主幹教諭、指導教諭の役割について教えてください。

主幹教諭ですが、1月でしたか、これは県教委が県内に10名ほどを4月1日から置くということの説明がありました。

主幹教諭は、小学校であれば21クラス以上の学校、中学校であれば18クラス以上の学校に置くことができるとしています。つまり、大規模な学校であります。

主幹教諭は、校長、教頭を補佐する職種であり、尚且つ、教諭であるという職種です。

副校長は、校長と教頭の間にある管理職であり、職員の監督権限を与えられています。しかし、教頭は校長を補佐する者であって権限というものはありません。

主幹教諭というものは、副校長、教頭を補佐する管理職でございます。

つまり校長がこの様な資料を取りまとめなさいと言われた時に、資料を取りまとめ、校長が判断、決定を行う時の資料や知恵をまとめて行くということになります。

次に指導教諭は、教育に対する指導を行う教諭で、管理職ではありません。

この様に、校長、副校長、主幹教諭、指導教諭というきっちりした組織を作って学校運営を行うというものです。

ありがとうございました。

ほかにご質問はありませんか。

市内で、21クラス以上の学校はありませんね。

主幹教諭は、小学校で21クラス以上、中学校では18クラス以上の学校に配置することとなっています。

日田市では、小学校には対象校はありません。中学校では、東部中学校と三隈中学校となります。主幹教諭は、学校規模が決まっておりますので、もし日田市に配置されると、この２つの学校間を人事異動で行き来をすることとなります。

日田市に配置されるのでしょうか。

多分、大分市と別府市に集中することになると思います。

助教諭とは何でしょうか。

免許は、持っているのですね。

教諭ですから、指導はできます。

免許も持っています。

議案第21号について、ほかにご意見はありませんか。

4ページの学校評価のところですが、職員が校長を評価することはないのですか。

それはありません。

ほかにありませんか。

12ページに、拠点校と連携校とありますが、現在の配置状況で適切ですか。

距離が近くないといけないとかあると思いますが。

先生たちの給料を計算したりするところでしたね。
12ページに表がありますが、ご覧ください。

若宮、三芳、高瀬、南中が連携校で、その拠点校が東部中学校となっています。若宮、三芳、高瀬、南中の事務職員が、東部中学校で連携して事務を進めるということです。

拠点校にたくさんの職員がいると言うことでしょうが、それで支障は出ていませんか。

事務職員が集合して諸手当の事務をする訳ですから、支障はございません。

10ページで、別表に揚げるとして、12ページに表がありますが、改正後にはありませんが良いのですか。

改正前のままで行きますと、連携校と拠点校が決められてしまいますが、改正後にすると弾力的に運用ができますし、これから学校統廃合を進めていく上でも都合が良いと考えられます。

前は事務所が行っていたとお聞きしましたが、事務所とはどこのことですか。

県教委の日田事務所です。

無ければ、この議案は、原案の通り決することといたします。

次に、議案第22号についてご意見はありませんか。

ご意見がなければ、議案第22号は、原案の通り決します。

次は、議案第23号　日田市立小中学校文書取扱規程の制定についてです。

18ページから28ページまでです。

文書主任というのは、事務職員は、どの学校にもいるとは限らないのですが、今までしてきたことを文書にあらわしたということですね。

そうでございます。

21ページから文書を保管する期間が示されていますが、25ページの3番で

生活指導に関するものは1年と書いていますが、短いように思いますがいかがですか。

生徒指導という文書は、必ず毎年度、県教委そして市教委を通して学校に送られます。

生徒指導の文書は、毎年見直しをしておりますので1年ごとに新しいものに更新されています。

ですから1年となっています。
　それでは上から来る文書のことですね。

　それと、26ページの2番に児童生徒、3番に職員に関する調査とありますが、これはどういった調査ですか。

児童生徒数の調査は、毎年しないといけません。いじめ・不登校・問題行動調査は、その学校での推移を調査しないといけません。

これも上から来る文書ですが、正しい調査をして、学校にも保管をしておかないといけないものでございます。

　児童生徒調査ですが、これはどの様な調査ですか。

　数の調査です。

　児童生徒に関する調査はどうですか。

　例えば、子どもの親に関する事項であるとかが主になります。

保存期間は、分かりましたが、保存方法は紙ですか。

　基本は紙になります。

　そして、保存期間が過ぎたら廃棄処分となります。

　中には、永年保存のものもありますので、慎重に保管をしないといけません。

　

ほかにご意見は、ありませんか。

無ければ議案第23号は、原案の通り決することといたします。
次に、議案第24号についてご意見、ご質問はありませんか。

　29ページから36ページです。

先ほどの議案と関連がありますね。

どちらにも責任者がつきますが、文書取扱主任は、事務職員です。

一方、表簿の取扱責任者は、校長となります。

よろしいでしょうか。

ご意見が無ければ、議案第24号は、原案の通り決することといたします。

では、次の議案第25号　日田市立学校児童生徒通学費補助規程の制定についてです。37ページから47ページとなります。

43ページに、予算で定める額とあって、その上に定期運賃の全額とありますが、これはどう言う意味でしょうか。

通学援助は、小学校では4km以上、中学校では6km以上となっております。

これは、文部科学省の通知に基づいています。

今回、公共交通機関を利用する者、或いは保護者が送迎する者、更には、自転車で通学する者等に区分し、距離に応じて予算でその金額を定めています。

議案に記述しています、予算に定める金額とは、その金額を示しています。

ありがとうございました。

考え方は、理解できるのですが、経費の考え方です。

自転車で、通学するのに経費が係るというのは理解がしにくいのですが。

自転車を1台買うと2万5千円以上必要になります。

今回の見直しを行う前には、中学生の自転車購入には補助金を出しておりました。

つまり、今までは自転車の購入補助金を出していましたが、今回からそれが無くなり、新しい制度になるということですね。

はい。そうでございます。

周知方法は、どうしますか。

各学校に通知を出して、周知に努めます。

年度初めに、通知を出すわけですね。よろしくお願いします。

この距離数は、どうやって出すのでしょうか。

学校で概ね把握しています。

議案第25号にご意見は、ありませんか。

なければ、議案第25号は、原案の通り決することとします。

次に、議案第26号　日田市立学校職員衛生管理規程の一部改正についてご意見はありませんか。

48ページからです。

これは、学校保健法が学校保健安全法に変更になったということですね。

ご意見がなければ、原案の通り決することといたします。

次に、議案第27号　日田市立学校職員服務規程の一部変更についてです。

これは、条項の番号が変更になったものです。

特にご質問が無ければ、原案の通り決することといたします。

次に、議案第28号　日田市立学校児童生徒就学援助規程の一部を改正する告示についてです。

これも、元になる法律の名称変更によるものです。

ご意見は、ございませんか。

なければ、議案第28号は、原案の通り決することといたします。

次に、議案第29号　日田市立小中学校研究事業推進交付金交付要綱の制定についてです。55ページから58ページまでです。

これは、指定校に指定されたら交付金が出るのですね。

はい。そうでございます。

ご質問は、ございませんか。

今までは、学校に交付したのを、協議会に交付するというように変更するものでしたね

そうでございます。

ご意見はございませんか。

金額は、どれくらいですか。上限とか。

研究内容によって変わってきます。

いくらでも出るということではないのですね。

はい。そうです。

国からの指定は、ないのですか。あまり聞きませんが。

文部科学省の指定があります。

ご意見がなければ、これは原案の通り決します。

次に、議案第30号　日田市立小中学校評議員設置要綱の一部改正について、ご意見はございませんか。

これも条項の番号変更によるものですね。

ご意見は、ありませんか。

ご意見がなければ、これは原案の通り決します。

次は、議案第31号です。61ページからです。

内容は、県外への出張の件と、車に同乗できるようにするものでした。

ご質問は、ありませんか。

学校には、公用車がありません。そこで、出張する時に、車がないので一緒に乗っていけないかと言うことから始まったものです。

同乗中の事故に対して、教育委員会が責任を持つという意味でもあります。

ご質問は、ありませんか。

ないなら、原案の通り決します。

次に、生涯学習課。議案第32号から38号まで、順におしてください。

議案第32号　日田市生涯学習交流センターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正についてです。

日田市生涯学習交流センターが、利用料金制度によって運営を行うこととなったことから、所要の措置を講ずるものです。

利用料金制の導入に伴い、使用料を利用料金と読み替えるものです。

次に、議案第33号　日田市農村環境改善センターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正から議案第38号まで、改正の理由は、同じく、利用料金制の導入によるものでございます。

只今、議案第32号から第38号までの説明がございました。ご意見、ご質問はございませんか。

日田市の農村環境改善センターは、2箇所でしたね。

はい。朝日公民館と西有田公民館です。

ご意見がなければ、議案第32号から第38号までは、原案の通り決することといたします。

次に、議案第39号　日田市社会教育指導員に関する規則の一部改正についての説明をお願いします。

81ページをご覧ください。

議案第39号　日田市社会教育指導員に関する規則の一部改正について、　でございます。

社会教育指導員の設置について弾力的な運用を図るため、所要の措置を講ずるものです。

第2条で、「社会教育指導員を置く。」を、「置く事ができる。」に改正しようとするものです。

はい。ご質問はありませんか。

この議案についてですが、平成20年度までは、生涯学習課に社会教育指導員がおりますが、平成21年度は、生涯学習課に置きません。

従って、規則を改正しないと規則に違反することとなります。

その為の改正でございます。

平成22年度から、また置くということになれば規則を変更いたします。

内容は、分かりましたが、社会教育指導員はどの様なことをするのでしょうか。

現在、生涯学習課には、1名の社会教育指導員が、嘱託職員として配置されています。

週に3日、青少年の健全育成の取り組みをしていただいています。

特に11月に、青少年健全育成大会を開催するための事務をしていただいています。これに関する各種団体との調整、連絡をしていただいています。

また、研修も進めていただいています。

ご質問は、ございませんか。

話を聞くと必要なように聞こえますが。

おられなくても大丈夫ですか。

生涯学習課の職員で、十分な対応を行ってまいります。

ご意見は、ありませんか。

なければ、議案第39号は、原案の通り決することといたします。

続いて、体育保健課の議案第40号と41号の説明を一括してお願いします。

82ページをお開きください。

議案第40号　日田市スポーツ施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正についてです。

これは、先ほどの生涯学習課と同じで、指定管理者制度に利用料金制を導入することとなりましたので、関係する施行規則を改正しようとするものです。

施行は、本年4月1日からでございます。

次に、議案第41号も同様のものでございます。

はい。ありがとうございます。

ご質問、ご意見はありませんか。

なければ、議案第40号、41号は、原案の通り決することといたします。

続いて、議案第42号　日田市体育指導員の委嘱について。

体育保険課、お願いします。
86ページをお願いします。

表のように体育指導員のお名前を、地区毎に記載しております。

任期は、規則の第3条で2年と決められております。

人数は、50名の規定に対して47名となっています。

市町村合併の際の取決めで、旧市町村ごとに人数が決められています。

3名の定員に対する不足は、今後、適切な方が見つかれば、随時選任してまいります。

ありがとうございます。

今の体育指導員のことに対して、質問はございませんか。

経験年数０となっている方が、初めての方ですね。

はい。そうです。

25年と長い方もいらっしゃいますね。

旧日田市内は、色々な種目の方がいますが、旧郡部は、偏っていますね。

それと、水泳が日田市で1名ですが、B&Gがあるのは、大山、天瀬ですね。

そこでする時も、日田から行くのですか。

郡部で種目が偏っているのは、女性の指導員を積極的に登用する意味から、どうしてもそうなるのかもしれません。

体育指導員は、特定の地区に張り付くのではなく、様々な地区や大会で指導していますので、B&Gにずっといて指導するわけではございません。

指導していただくのは、可能なのですか。

希望があれば、指導もします。

B&Gで、指導をお願いしたいとなれば、指導員が水泳連盟にお願いして指導することもありえます。

また、非常勤特別職ですので、日田市のあらゆる大会にご協力していただいています

ご意見はありませんか。

なければ議案第42号は、原案の通り決します。

議案第43号　日田市立淡窓図書館の組織及び運営に関する規則の一部改正について、お願いします。

議案第43号　日田市立淡窓図書館の組織及び運営に関する規則の一部改正について、第4条の（７）2行を追加し、さらにそのことにより（８）を追加するものです。

これは、1月の定例委員会で、図書館法の改正に伴い、図書館条例を変更する議案を議決していただき、1月議会でも議決していただいたので、図書館が行う所掌事務に、社会教育における学習の部分を追加しようとするものです。

施行は、4月1日です。

言葉の意味が分かりにくいので、少しご説明いたします。
社会教育における学習の成果ということですが、例えば、県立図書館では読み聞かせボランティアに対する研修があります。

この研修に参加して、その研修だけにとどまらず、ボランティアの方を活用した読み聞かせ会を開催したり、また、その奨励をするというのがこの内容でございます。

ありがとうございます。

ご意見、ご質問はありませんか。

なければ、議案第43号は、原案の通り決することといたします。

議案第44号　日田市博物館条例施行規則の一部改正について、博物館からお願いします。

博物館でございます。

議案第44号　日田市博物館条例施行規則の一部改正は、先に図書館長から説明がありました様に、社会教育法の改正を受け、日田市立博物館条例を改正しましたので、規則の一部を改正するものです。

はい。続いて、日田市立博物館協議会委員の任命についてお願いします。

議案第45号は、新任の3名を含む9名を委嘱しようとするものです。

未定となっております1名は、小中学校の理科主任がまだ決定していませんので、決定次第、任命したいと考えています。

なお、任期は、平成23年３月までの2年間です。

はい。只今の44号、45号にご質問はありませんか。

委員の方の活動状況は、どうですか。

探鳥会が３回、自然観察会が４回、星の観察会が３回など、このほかにもたくさんあります。

分かりました。博物館が色々な事業を主催し、参加者を募って、教室を開くわけですね。

例えば、学校の現場とか民間の方が出前講座を開いて欲しいとなった場合はどうなりますか。

その場合は、様々な団体がありますので可能です。

はい。ありがとうございます。

小中高校の先生が入っていますが、学校でも図書館や博物館を利用して学習していますか。

今までその様な繋がりがなかったので、今回、新たに関係する団体を入れたところです。

協議会の構成団体の中で、一番活躍しているのはどの団体ですか。

どれも一緒の位ですか。

全部です。

博物館では、博物館便りを出していますね。

会員が多いのはどの団体ですか。

自然愛好会の会員が70名ほどです。

郷土自然調査会が、約22名、野鳥の会が、5名、天文同好会が、5名となっています。

この協議会の権限は、例えば、何か施設を整備するときに意見を求めるとか何かありますか。

特にはありません。それぞれ任意団体と言う形になっています。

権限はないということですね。

求められれば答えるということですね。

そうです。

具体的にいうと、月隈公園の整備に関しては、自然愛好会に意見を求められています。

ほかに意見はありませんか。

無いようですので、議案第44号、45号は原案の通り決するものといたします。

最後に、議案第46号　日田市社会教育指導員の委嘱について、人権・同和教育室長お願いします。

人権・同和教育室です。

議案第46号　日田市社会教育指導員の委嘱についてです。
内容は、日田市社会教育指導員の任期切れによりまして、日田市社会教育指導員に関する規則第4条に基づき、新たに指導員を委嘱するものです。

氏名は、桑野　陽子で再任でございます。

任期は、平成21年４月１日から平成22年３月31日までの１年間です。

以上でございます。

議案第46号に対して、ご意見はございませんか。

指導員は、何名ですか。

１名です。

生涯学習課でも社会教育指導員がでてきましたが、どう違うのですか。

はい。人権・同和教育室のほうでは、主に各小中学校で人権講演会を保護者とか児童、生徒を対象に行っていますが、その学校と講師との連絡・調整と送迎を主に行っています。

また、これら資料の収集や整理も行っています。
はい。分かりました。

それでは、議案第46号は、原案の通り決するものといたします。

以上で審議事項は、終了しましたが、何かご意見があればお願いします。

それでは、教育総務課、学校教育課、生涯学習課、体育保健課、淡窓図書館、博物館、人権・同和対策室の議案については全て可決いたしました。

続いて、報告事項をお願いします。

学校教育課から３つの報告があります。

教職員の人事異動についての概要についてご報告いたします。

まず、校長からです。

小学校では、今回、２名の校長が退職いたします。

そして、２名が日田市外に転出いたします。新しい校長として市外から1名転入します。そして、中学校から1名が小学校へ異動します。さらに、日田市の教頭から２名が校長になります。

中学校の校長につきましては、小学校の校長に1名が異動します。さらに、２名の校長が退職します。

そして、３名の日田市の教頭が校長に昇任します。
教頭にまいります。

小学校では、２名が市外に転出し、２名が校長に昇格します。

新しく３名の者が日田市外から教頭として転入します。

そして、日田市の教諭から教頭に１名昇任します。

中学校の教頭は、１名が日田市外に転出しまして３名の者が校長に昇任しました。新しく日田市内の教頭に２名の者がやってまいります。

そして、２名の日田市の教諭が教頭に昇任いたします。

一般教諭でございます。

小学校では、２名の者が退職いたします。そして、11名の者が日田市外に転出いたします。更に４名の者が教頭に昇任いたします。

そして、新しく２名の者が日田市外から転入してまいります。

更に新採用が７名でございます。

中学校の方は、１名が退職をいたします。そして、４名が日田市外へ転出し、さらに１名が教頭に昇任いたします。また、４名が日田市内に転入してきまして、８名が新採用となります。
養護教諭では、1名が市外から転入してまいります。中学校では、養護教諭１名が退職をいたします。

事務職員では、１名の者が市外へ転出いたします。

中学校の事務職員では、１名の者が行政から転入してきます。

校長、教頭については、適材適所で配置をしております。

教諭については、市内と市外との交流を考慮しております。

以上、報告をいたします。

ありがとうございました。

只今、教職員の異動について報告がありました。

ご質問は、ありませんか。

新採用について報告がありましたが、今年は何名でしたか。

今年は、小学校校が７名、中学校が８名の15名です。

昨年は、１名でした。いえ、失礼しました。計７名だったと思います。

あと、事務職員は、出ただけで、入ってこないのですか。

定員内臨時で対応いたします。

養護の方は、足りなくなっていませんか。

１名退職しましたが、１名市外から転入してまいります。

あと、特別支援が２名から15名になりましたが。

補助職員ですので、別の取扱となります。

ほかに、大きく変わったところはないですか。

日田市内からの採用が増えたところです。
ご意見は、ありませんか。

無ければ、次をお願いします。

例年、行っています、校長・教頭合同会議を４月13日に開催します。

次に、小中学校の入学式への臨場についてお願いします。

　日程は、お手元の資料の通りでございます
意見が無ければ、寄付採納報告をお願いします。

地区寄付３件。合計　326,000円相当の寄付を読み上げて報告する。

ありがとうございました

次に４月１日から、お手元の資料のように教育庁舎の模様替えを行います。
人権・同和対策課を１階フロアーに移動し、そのあとに生涯学習課、体育保健課、そして人権・同和教育室が入り、３階の奥に学校教育課が入ります。

新年度になりましたら、是非、新しい配置をご覧ください。

小野公民館落成式について説明。

今までの報告事項について、ご質問はございませんか。

次回の委員会は、４月28日（火）に、開催したいと思います。

そして、終了後、教育委員と事務職員の懇親会を行います。

出席者は、係長以上といたします。　　　　　　　　　　
以上を持ちまして、本日の会議を終了いたします。
本日は、お疲れ様でした。
　　　　　委員会終了時刻　午後3時25分
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